
　表１：この４年間のNTT東日本の賃上げ

年　月 平均賃上げ額 一時金（４０歳１級）

2014年3月 1,600円 1,345,000

2015年3月 2,400円 1,345,000

2016年3月 1,600円 1,415,000＝4.7か月

2017年3月 1,400円 1,494,000＝4.95か月
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春
闘
要
求

一律４万円の賃金引き上げ

非正規の時間給1500円以上

あなたの悩みを
一緒に解決します

こんなことはありませんか

□突然解雇を告げられた

■残業代がもらえない

□セクハラ、パワハラを受けた

■労働時間が延長された

□有給休暇がもらえない

■賃金の支払が遅れている

など

秘密厳守
労働相談ほっとライン
03-6273-7115

1、資格賃金を一律月額４万円引き上げること。

2、60歳超え契約社員などの非正規社員の時間

賃金を1,500円以上に引上げること。

3、2018年度の特別手当を60歳超え契約社員な

どを含む全ての社員に対して、基準内賃金

の６か月分を支給すること。

4、地域会社での労働条件を向上させることが

可能な委託費を保証すること。

5、地域会社の賃金水準をＮＴＴ東日本会社に

準拠すること。

6、定年を６０歳から６５歳に引き上げること。

7、非正規社員に対しては、社員化を行なうこ

と。

8、労働契約法第２０条に基づき、非正規労働

者の待遇を、職場内均等待遇とすること。

とりわけ、通勤手当、食堂の利用などにつ

いて労働条件を相違させないこと。

9、３６協定の特別条項については、過労死ラ

インを大きく下回るように見直すこと。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
巨
額
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利
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は
株
主
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株
主
偏
重
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経
営
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ト
ッ
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3.4兆円

1兆円

ついに内部留保は10兆円を突破

こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
膨
大

な
利
益
を
独
り
占
め
し
て
、
利
用

者
や
労
働
者
に
は
、
満
足
な
還
元

を
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
十
数
年
間
で
賃
上
げ
は
、

こ
こ
４
年
間
の
低
額
で
差
別
的
な

賃
上
げ
等
だ
け
で
す
（
表
１
）
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
一
般
社
員

40
歳
モ
デ

ル
の
賃
上
げ
は
、
年
収
で
４
年
前

に
比
べ
て
約

22
万
円
増
と
な
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
健
康

保
険
料
は

08
年
か
ら
４
年
連
続
の

値
上
げ
に
よ
っ
て
、
約
1.4
倍
の
負

担
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、

厚
生
年
金
の
保
険
料
負
担
増
等
を

加
え
る
と
可
処
分
所
得
（
手
取
り

額
）
は
少
し
も
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

４年間の賃上げでは手取り額ふえず

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
営
業

利
益
（
本
業
で
の
利
益
）
は
、
毎

年
１
兆
円
を
超
え
て
い
ま
す
（
図

１
）
。
こ
う
し
た
利
益
が
、
持
株

会
社
に
集
め
ら
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
内

部
留
保
（
溜
め
込
ん
だ
利
益
）
は
、

17
年
度
決
算
で

10
兆
円
の
大
台
を

超
え
て

10
兆
２
千
億
円
超
に
達
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
十
数
年
間
で
株
主

配
当
は
６
倍
に
な
り
、
合
計
で
１

兆
７
千
億
円
超
（
図
２
）
の
資
金

が
配
当
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
自
社
株
買
い
に
は
累
計
で
３

兆
４
千
億
円
超
（
図
３
）
も
の
巨

額
の
余
剰
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

い
や
、
む
し
ろ
賃
金
制
度
の
見

直
し
で
「
地
域
加
算
手
当
」
等
が

な
く
な
り
月
額
数
万
円
程
度
の
減

額
と
な
っ
た
社
員
も
い
ま
す
。

18
春
闘
は
、
私
た
ち
が
苦
労
し

て
稼
い
だ
膨
大
な
利
益
を
還
元
さ

せ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

Ｎ
関
労
に
入
っ
て
「
株
主
偏
重
」

を
転
換
さ
せ
、
非
正
規
労
働
者
を

含
む
す
べ
て
の
労
働
者
の
待
遇
を

改
善
さ
せ
ま
し
ょ
う
。



Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
３
年
ご
と
の
大

掛
か
り
な
組
織
見
直
し
や
業

務
集
約
を
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
が
、
東
京

23
区
内
に
お

い
て
は
、
唯
一
、
技
術
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
（
所
外
系
の
一

般
故
障
修
理
部
門
）
だ
け
は

業
務
集
約
が
行
わ
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
、
大
都
市
東
京
の

フ
レ
ッ
ツ
光
顧
客
の
需
要
に

応
じ
て
設
備
数
が
増
え
、
他

社
と
の
競
合
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
で
優
位
性
を
保
つ
た
め

「
そ
の
日
の
う
ち
に
駆
け
つ

け
修
理
す
る
」
お
客
様
サ
ー

ビ
ス
を
モ
ッ
ト
ー
に
保
守
要

員
を
配
置
し
て
き
た
か
ら
で

す
。現

場
の
仲
間
は
１
年
・
３

６
５
日
休
む
こ
と
な
く
、
年

末
年
始
や
台
風
や
大
雪
の
時

も
駆
り
出
さ
れ
黙
々
と
働
い

て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
年
、
フ
レ
ッ

ツ
光
の
新
設
需
要
が
ほ
ぼ
行

き
渡
っ
た
こ
と
で
、
①
故
障

修
理
件
数
の
減
少
、
②
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
毎
の
差
異
が
生

じ
て
い
る
、
③
ス
キ
ル
・
ノ

ウ
ハ
ウ
の
維
持
・
継
承
が
必

要
、
な
ど
の
理
由
か
ら
拠
点

集
約
が
提
案
さ
れ
、
昨
年

12

月
初
旬
に
第
一
次
集
約
が
行

れ
ま
し
た
。

東
京
北
支
店
で
み
れ
ば
、

５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
を

２
カ
所
に
集
約
す
る
体
制
で

す
。
現
在
、
各
セ
ン
タ
に
は

30
名
か
ら

35
名
の
要
員
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
は
最
終
的
に
は

100
名
近
く
が
配
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
社
は
、
「
最
適
な
業
務

運
営
体
制
構
築
」
と
謳
っ
て

い
ま
す
が
、
最
も
必
要
な
フ

ロ
ア
プ
ラ
ン
等
の
事
前
説
明

も
な
い
ま
ま
強
行
さ
れ
た
職

場
で
は
、
次
の
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
お

り
、
交
渉
を
通
じ
て
会
社
に

改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

①
広
域
保
守
エ
リ
ア
と
な
り
、

遠
距
離
派
遣
な
ど
で
の
長

時
間
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

②
事
務
所
内
の
席
次
が
バ
ラ

バ
ラ
に
さ
れ
、
仕
事
が
ス

ム
ー
ス
に
廻
り
ま
せ
ん
。

③
作
業
車
（
軽
バ
ケ
ッ
ト
車
）

の
フ
ル
充
電
が
出
来
な
い

た
め
、
作
業
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。

④
駐
車
場
が
大
変
狭
隘
に
な

り
、
車
両
接
触
事
故
な
ど

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
第
２

次
集
約
で
さ
ら
に
、
車
両

が
増
え
る
が
そ
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
総
合
休
憩
室
が
一
か
所
で
、

全
員
が
ゆ
っ
く
り
休
め
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
洗
濯
機
・
乾
燥
機
ス
ペ
ー

ス
も
手
狭
に
な
り
、
有
効

活
用
が
出
来
ま
せ
ん
。
夏

季
に
な
る
と
洗
濯
物
が
増

え
洗
濯
機
の
台
数
が
足
り

な
く
な
り
ま
す
。
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職
場
に
事
前
説
明
な
く
業
務
集
約

安
倍
首
相
は
裁
量
労
働
制

を
め
ぐ
る
労
働
時
間
の
デ
タ

ラ
メ
な
デ
ー
タ
が
発
覚
し
た

た
め
、
働
き
方
改
革
関
連
法

案
か
ら
、
裁
量
労
働
制
の
対

象
拡
大
を
全
面
削
除
す
る
一

方
で
、
そ
れ
よ
り
毒
性
の
強

い
「
残
業
代
ゼ
ロ
で
働
か
せ

放
題
」
と
い
わ
れ
て
い
る
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
（
高
プ
ロ
）
は
、
あ
く
ま

で
実
現
さ
せ
る
方
針
で
す
。

こ
の
高
プ
ロ
は
、
法
案
で

は
年
収
が
１
０
７
５
万
円
以

上
の
社
員
が
対
象
で
、
残
業

代
や
深
夜
手
当
等
は
ゼ
ロ
で

す
。
ま
た
残
業
時
間
の
上
限

規
制
も
な
く
過
労
死
が
増
え

る
こ
と
は
確
実
で
す
。

経
団
連
は
年
収
４
０
０
万

円
以
上
は
残
業
代
ゼ
ロ
と
提

言
し
て
お
り
、
法
案
成
立
後

に
年
収
要
件
引
き
下
げ
の
狙

い
を
秘
め
て
い
ま
す
。

同
法
案
の
雇
用
対
策
法
の

改
正
で
は
、
自
営
業
・
請
負

業
の
労
働
者
の
拡
大
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

自
営
業
・
請
負
業
で
す
か

ら
使
用
者
（
企
業
側
）
は
、

社
会
保
険
料
や
雇
用
保
険
料

の
負
担
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
は
労
働
法
の
対
象
外

の
た
め
最
低
賃
金
以
下
で
働

か
せ
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

残
業
代
も
支
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

企
業
に
と
っ
て
は
、
使
い

勝
手
の
良
い
制
度
で
、
個
人

で
仕
事
を
請
負
う
「
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
」
は
１
０
０
０
万
人

以
上
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

20
年
以
上
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
『
映
像
の
世
紀
』
と
い
う
番
組
で

１
９
１
０
年
頃
の
イ
ギ
リ
ス
の
紳
士

淑
女
が
集
う
競
馬
場
に
女
性
の
参
政

権
を
求
め
る
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た

女
性
が
競
技
場
に
入
り
、
競
争
馬
に

跳
ね
飛
ば
さ
れ
即
死
し
た
と
い
う
映

像
が
流
れ
ま
し
た
。
「
こ
の
行
為
は
、

競
馬
を
台
無
し
に
さ
れ
た
紳
士
淑
女

か
ら
非
難
さ
れ
た
」
と
い
う
解
説
が

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
作
品
は
イ
ギ

リ
ス
で
参
政
権
を
求
め
闘
っ
た
女
性

た
ち
を
描
い
て
い
ま
す
。

ほ
ん
の
百
年
前
、
女
性
の
参
政
権

を
認
め
て
い
た
国
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
も
女
性
た
ち
は

社
会
的
に
差
別
さ
れ
抑
圧
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
百
年
前
の
女
性
た
ち
は
男

性
よ
り
も
長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ

低
賃
金
、
し
か
も
洗
濯
工
場
や
メ
イ

ド
な
ど
限
ら
れ
た
仕
事
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
女
性
と
い
う
だ
け
で

政
治
に
も
参
加
で
き
ず
、
劣
悪
な
環

境
の
中
で
働
き
、
親
権
す
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。

本
作
の
主
人
公
は
、
幼
子
を
持
つ

24
歳
の
主
婦
モ
ー
ド
。
彼
女
は
、
女

性
の
参
政
権
の
公
聴
会
に
同
僚
の
代

理
と
し
て
参
加
し
「
将
来
生
ま
れ
て

く
る
少
女
が
、
兄
や
弟
と
同
じ
機
会

を
得
る
。
そ
ん
な
時
代
の
た
め
に
闘

う
」
と
い
う
演
説
を
聞
き
、
別
な
生

き
方
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
デ
モ

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

デ
モ
に
参
加
し
た
こ
と
で
夫
か
ら

家
を
追
わ
れ
子
供
に
も
会
え
な
く
な

り
、
勤
め
先
か
ら
は
ク
ビ
を
宣
告
さ

れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
参
政
権
を
訴
え
る
仲

間
が
競
馬
場
で
馬
に
跳
ね
ら
れ
死
亡

し
ま
す
。
そ
の
時
、
私
の
脳
裏
に

20

年
以
上
前
の
『
映
像
の
世
紀
』
が
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。
迷
惑
行
為
と
解

説
さ
れ
た
裏
側
に
、
実
は
未
来
を
信

じ
抵
抗
し
て
き
た
彼
女
た
ち
の
歴
史

が
あ
っ
た
の
で
す
。

一
人
の
主
婦
の
目
線
か
ら
厳
し
い

現
実
に
立
ち
向
か
い
不
屈
の
勇
気
が

描
か
れ
、
自
我
に
目
覚
め
自
立
す
る

人
間
の
姿
は
美
し
い
、
そ
の
こ
と
を

実
感
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

（
み
）

映画紹介 59

未
来
を
花
束
に
し
て

監
督

サ
ラ
・
ガ
ヴ
ロ
ン
＝
２
０
１
５
年

英
国

＝
東
京
23
区
の
所
外
系
一
般
故
障
修
理
＝

残
業
代
ゼ
ロ
で

働
か
せ
放
題

請
負
業
の
拡
大


